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選
者
十
四
人
で
討
議

　

あ
ら
か
じ
め
各
選
者
が
資
料
に
目
を
通
し
、
一
月
十
日
︵
土
︶、
日
本
教
育
会

館
で
選
者
会
議
を
開
催
し
、
昇
級
者
の
選
考
を
お
こ
な
っ
た
。

　

当
日
の
出
席
者
は
、
小
島
ゆ
か
り
編
集
人
を
は
じ
め
計
十
四
人
の
選
者
が
集
ま

っ
た
。
高
野
公
彦
、
影
山
一
男
、
桑
原
正
紀
、
木
畑
紀
子
、
大
松
達
知
、
田
宮
朋

子
、
風
間
博
夫
、
田
中
愛
子
、
水
上
比
呂
美
、
原
賀
瓔
子
、
松
尾
祥
子
、
小
島
な

お
、
小
田
部
雅
子
と
編
集
部
か
ら
中
村
敬
子
︵
記
録
係
︶、
事
務
室
か
ら
資
料
の

面
で
赤
崎
美
香
子
が
加
わ
り
、
各
欄
の
昇
級
者
を
決
定
し
た
。
決
定
の
方
法
は
例

年
と
変
わ
ら
ず
、
こ
の
二
年
間
の
掲
載
歌
数
に
拠
っ
た
。

①
「
そ
の
一
集
」
か
ら
「
月
集
シ
リ
ウ
ス
」
へ
の
昇
級
…
…
九
人
。

②
「
あ
す
な
ろ
集
」
か
ら
「
そ
の
一
集
」
へ
の
昇
級
…
…
二
十
一
人
。

③
「
そ
の
二
集
」
か
ら
「
あ
す
な
ろ
集
」
へ
の
昇
級
…
…
二
十
六
人
。

昇
級
の
基
準

　

昇
級
の
基
準
は
毎
年
同
じ
で
は
な
く
、
そ
の
年
の
選
者
会
議
や
編
集
会
で
決
め

る
。
今
年
の
基
準
は
次
の
通
り
で
あ
る
。【
①
は
、
こ
の
二
年
間
に
八
回
以
上
特

選
に
選
ば
れ
た
人
、
②
は
、
こ
の
二
年
間
の
歌
が
九
十
八
首
以
上
掲
載
さ
れ
た
人
、

③
は
、
こ
の
二
年
間
に
歌
が
八
十
九
首
以
上
掲
載
さ
れ
た
人
】
こ
れ
に
該
当
す
る

人
を
そ
れ
ぞ
れ
昇
級
者
と
し
て
選
出
し
た
。「
こ
の
二
年
間
」
と
は
二
〇
二
四
年

一
月
号
～
二
〇
二
五
年
十
二
月
号
を
指
す
。

昇
級
者
選
考
経
緯 

コ
ス
モ
ス
短
歌
会

「
月
集
シ
リ
ウ
ス
」
へ
推
薦
し
ま
す

青
野　

恵
子
︵
群　

馬
︶

清
水
佑
太
郎
︵
千　

葉
︶

荒
川
ゆ
み
子
︵
東　

京
︶

矢
沢　

靖
江
︵
東　

京
︶

高
橋
梨
穂
子
︵
新　

潟
︶

伊
田　

史
織
︵
大　

阪
︶

瀬
尾　
　

恵
︵
鳥　

取
︶

阿
野　

康
子
︵
山　

口
︶

栗
山　

貴
臣
︵
福　

岡
︶

0

「
そ
の
一
集
」
へ
推
薦
し
ま
す

成
田　

裕
子
︵
青　

森
︶

引
間　

三
郎
︵
埼　

玉
︶

秋
山　

幸
子
︵
千　

葉
︶

高
橋
美
羽
子
︵
神
奈
川
︶

清
水　

美
里
︵
東　

京
︶

富
永　
　

弘
︵
東　

京
︶

本
土　

和
子
︵
東　

京
︶

宮　
　

梓
一
︵
東　

京
︶
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金
子　

英
子
︵
新　

潟
︶

星
野　

尚
子
︵
新　

潟
︶

大
沢　

律
子
︵
岐　

阜
︶

池
田
あ
つ
子
︵
愛　

知
︶

岩
舘　

澄
江
︵
愛　

知
︶

田
原　

五
郎
︵
京　

都
︶

大
池
ア
ザ
ミ
︵
大　

阪
︶

樺　
　

か
乃
︵
広　

島
︶

松
岡　

綾
子
︵
香　

川
︶

尾
花　

照
子
︵
福　

岡
︶

酒
井　

恵
子
︵
長　

崎
︶

小
森
田
よ
り
子
︵
熊　

本
︶

春
野　

直
子
︵
熊　

本
︶

「
あ
す
な
ろ
集
」
へ
推
薦
し
ま
す

く
ど
う
れ
い
ん
︵
岩　

手
︶

阿
部　

恭
子
︵
茨　

城
︶

水
鳥　

葉
子
︵
茨　

城
︶

谷
川　
　

恵
︵
埼　

玉
︶

梶
原　

和
美
︵
千　

葉
︶

太
田
喜
美
子
︵
神
奈
川
︶

小
沢　

説
子
︵
神
奈
川
︶

松
下　

誠
一
︵
東　

京
︶

松
本　
　

遊
︵
東　

京
︶

三
木　

康
史
︵
東　

京
︶

小
笠
原
麻
美
︵
新　

潟
︶

桜
井
奈
穂
子
︵
新　

潟
︶

佐
藤　

弥
生
︵
新　

潟
︶

佐
野　

庸
子
︵
新　

潟
︶

岩
城　

静
子
︵
富　

山
︶

鈴
木
美
恵
子
︵
長　

野
︶

平
原　

美
佳
︵
静　

岡
︶

椋
本　

信
枝
︵
静　

岡
︶

谷
口
久
美
子
︵
三　

重
︶

高
田
枝
未
子
︵
兵　

庫
︶

山
添　

聖
子
︵
奈　

良
︶

川
村　

り
ら
︵
鳥　

取
︶

吉
方　

明
美
︵
広　

島
︶

高
木
ま
さ
子
︵
香　

川
︶

江
越　

国
弘
︵
長　

崎
︶

瀬
野　

茂
子
︵
宮　

崎
︶

詠
草
提
出
に
つ
い
て
の
注
意

一
、
昇
級
者
は
必
ず
、
新
所
属
欄
に
○
印
を
つ
け
て
下
さ

い
。

二
、
締
切
日
の
二
十
三
日
は
必
ず
お
守
り
下
さ
い
。

三
、
本
誌
と
じ
込
み
の
詠
草
用
紙
に
お
書
き
下
さ
い
。
所

属
欄
、
氏
名
、
都
道
府
県
名
、
入
会
年
月
な
ど
を
記

入
し
て
下
さ
い
。︵
新
入
会
員
は
「
そ
の
二
集
」
に

○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
︶。
パ
ソ
コ
ン
印
字
原
稿
の

場
合
も
同
じ
必
要
事
項
を
お
書
き
下
さ
い
。

四
、
郵
送
の
場
合
は
詠
草
だ
け
を
送
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、

速
達
で
の
投
稿
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

五
、
住
所
変
更
、
電
話
番
号
変
更
等
に
つ
い
て
は
、
詠
草

と
は
別
便
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

六
、
詠
草
の
送
り
先
は
、
「
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
」
で
す
。

七
、
詠
草
の
文
字
は
わ
か
り
や
す
く
書
い
て
下
さ
い
。
極

端
な
く
ず
し
字
や
癖
の
あ
る
字
は
間
違
い
の
も
と
に

な
り
ま
す
し
、
選
歌
、
校
正
の
際
の
妨
げ
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
鉛
筆
書
き
は
避
け
て
下
さ

い
。
読
み
に
く
い
固
有
名
詞
な
ど
に
は
読
み
が
な
を

付
け
て
下
さ
い
。

八
、
詠
草
の
か
な
づ
か
い
は
、
旧
か
な
づ
か
い
で
も
新
か

な
づ
か
い
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
詠
草
全
体
を
同

じ
か
な
づ
か
い
で
統
一
し
て
下
さ
い
。
新
か
な
づ
か

い
の
場
合
は
詠
草
用
紙
の
氏
名
の
下
に
＊
印
を
書
い

て
下
さ
い
。

　

＊ 

毎
月
の
「
選
者
小
言
」
の
次
の
頁
に
、
詠
草
の
書
き

方
、
提
出
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
参
照
下
さ
い
。

 

︵
事
務
室
︶


